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平成29年度

予算のお知らせ

介護保険

　健保組合では、40 ～ 64 歳の被保険者（介
護保険第 2 号被保険者）から介護保険料を
国に代わって徴収し、国に納付しておりま
す。
　平成 29 年度は、介護納付金 4 億 6,947
万円に対し、介護保険収入は 4 億 2,637 万
円となる見込みです。収入の不足分は繰入
金 5,000 万円で補填します。
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予算額（千円） 介護保険第2号被保険者1人当たり額（円）

科　　　　目
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介護保険料還付金
積　立　金
合　　　　計
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予算額（千円）介護保険第2号被保険者1人当たり額（円）

科 目
介護保険収入
繰 入 金
国庫補助金受入
雑　 収　 入
合 　 　 計

健康保険

● 予算編成の背景
　日本では平成19年に高齢化率（65歳以上割合）
が21％を超え超高齢社会へと突入し、現在もな
お上昇を続けています。医療費（概算）は、13
年連続で過去最高を更新し、平成27年度に初め
て41兆円を突破しました。
　高齢者の医療費は、高齢者本人の保険料と公
費だけでは賄うことができないため、現役世代
がその費用の一部を負担しています。そのうち
後期高齢者支援金は、当初は加入する人数に応
じて健保組合へ負担が課されていましたが、平
成 27年度から各健保組合の総報酬額に応じて
負担するしくみが段階的に導入されてきました。
このしくみを総報酬割といい、平成29年度は全
面的に総報酬割となりました。結果、比較的収
入水準の高い被保険者を抱える健保組合の負担
は大幅に増加しています。
　世界に誇る国民皆保険制度を維持するために
は、現役世代の負担軽減が不可欠です。公平か
つ納得性のある制度へ、改革の早期実現が求め
られます。

● 予算の概要
　当健保組合の平成 29 年度予算は、総額 54 億

4,669 万円、実質的な収支状況を示す経常収支
で 4億 9,373 万円の赤字を計上する非常に厳し
い編成となりました。
　主な収入は、皆さまと事業主に納めていただ
く保険料で、47億 5,926 万円を見込んでいます。
　一方、主な支出は、皆さまの医療費に充て
られる保険給付費 24 億 5,735 万円（前年度比
１億 3,158 万円増）と、高齢者医療を支えるた
めに高齢者医療制度へ支払う納付金 23億 5,186
万円（同１億 3,393 万円増）となる見込みです。
これら 2つの支出だけで保険料を超えてしまう
見通しです。収入の不足分は、前年度決算から
の繰越金１億 5,000 万円および別途積立金等か
らの繰入金 4億 2,717 万円で補填することとし
ました。
　当健保組合では、引き続き事務経費の節減に
努めるほか、医療費適正化のため被扶養者の
資格確認や医療機関等からの請求のチェック強
化、ジェネリック医薬品の使用促進などを推進
してまいります。また、平成 30 年度からの第
2期データヘルス計画の策定に向け各種事業の
効率化を行い、中長期的な医療費の節減に努め
てまいります。皆さまのご理解とご協力をお願
いいたします。

経常収支で約 4 億 9 千万円の大幅な赤字予算となりました

前年度比 2.2％増

前年度比 6.0％増

前年度比 5.7％増

収入総額
54億4,669万2千円
（53万3,205円）

収　入
調整保険料収入

6,533万3千円
（6,396円）／1.2％

保険料
47億5,925万6千円
（46万5,909円）／87.4％ 
健保組合の主な収入源。
事業主と被保険者折半で
納めていただきます。

健診や人間ドックなどの疾病予防事業、広報
誌などの広報活動にあてられます。

繰入金
4億2,716万6千円
（4万1,818円）／7.8％

収入不足を補うために、別途積
立金等から繰り入れます。

健保組合間の相互扶助のた
めに健康保険組合連合会へ
拠出します。

納付金
23億5,185万7千円
（23万236円）／43.2％ 

高齢者医療制度等を支援するた
めに国（支払基金）に納めます。

保健事業費
2億9,445万3千円
（2万8,826円）／5.4％ 

その他
1,204万2千円
（1,177円）／0.2％ 
積立金・雑支出など

その他
443万7千円
（433円）／0.1％
雑収入など

財政調整事業交付金
4,050万円
（3,965円）／0.7％ 
高額な医療費が多発した場合などに、
健康保険組合連合会から支給される交
付金です。繰越金

1億5,000万円
（1万4,684円）／2.8％

前年度決算から繰り越します。

保険給付費
24億5,734万6千円
（24万563円）／45.1％ 
皆さま（被保険者とご家族）の医
療費にあてられます。

日雇拠出金
　　　　　  1千円

病床転換支援金
　　　　　  6千円

退職者給付拠出金
         6,935万2千円
老人保健拠出金
                 1万4千円

法定給付費
　  23億9,585万2千円
付加給付費

　  6,149万4千円

後期高齢者支援金
10億5,225万6千円

前期高齢者納付金
12億3,022万8千円

予備費
8,303万7千円
（8,129円）／1.5％

財政調整事業拠出金
6,533万3千円
（6,396円）／1.2％

支出総額
54億4,669万2千円
（53万3,205円） 

支　出

事務費
1億8,262万4千円
（1万7,878円）／3.4％ 
組合の運営経費、理事会・組合会
開催の費用などにあてられます。
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平成 29 年度
収入支出予算総額

54億4,669万2千円
※（　　）内は「被保険者 1 人当たり額」


